第九主日の説教
「苦難に耐える人間を助ける神」
　今日の福音
にあったように、聖使徒ペトルは、ある日、波立つ湖の上を歩いておられる主を見て、自分も水の上を歩いて主のところに行かせてほしいと言った。「我に水をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),履)みてEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なんじ),爾)にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いた),至)らんことをEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めい),命)ぜよ」
と、ペトルは言ったのである。全能の主から命令を受け、ペトルは舟から降りて水の上を歩き出した。足元の水は陸のようになったのである。主の命令を信じ、心に刻んでいる限り、ペトルはまるで陸上のように水上を歩き続けた。しかし、風は極めて強かったし、波も高かった。ペトルはそれに注意し、恐怖を心に入れた。表面的な見方では、この恐怖は自然なことであり、根拠があったと言えるだろう。が、それを心に入れてみると、ペトルは沈み始めた。すると、「主よ、我を救え」
と叫んだ。主は手を伸ばしてペトルを救い出し、「EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうしん),小信)の者よ、何ぞ疑いたる」
と言われた。
我々は皆、変わりやすく不安定な世の海の上を歩いている。この海はさまざまな変転によって波立っている。我々は皆、世の海の上を歩き、波を渡って死の門、神の審判へと向かっている。足元の海は何と頼りないものだろうか！我々は明日どうなるかわからない。人生の途上、最も激しい変転は予期せずして急に起こる。死だけでなく、ほとんどどの災難もそっと忍び寄ってくる。海は知らない理由で四方から吹いてくる暴風に荒れるが、我々も人生の途上、悪霊たちや悪霊に導かれている人たちから多種多様な攻撃を受ける。予期せぬことがきっかけとなり、不思議な事情が重なり合って、多種多様な災難に遭う。悪意が何を企み、災難が何をきっかけにどうやって起こり、試練がどこからやってくるか、予知することができない。大半の場合、これらを予防することができないし、回避することもできない。
我々の足元に広がっている海はもう一つある。この目に見えない海とは、我々の心である。この海は違う風に荒れる。我々の心には、多種多様な感覚が共存している。罪に堕ちた人間の感覚は罪に染まっており、大半の場合、異常に働く。神の恩寵によって一新されていない「古き人」は、めったに福音の誡めにしたがって行動することができない。そう行動するにはそれを自己に強制する必要があり、また、行動するときに手落ちも多い。罪の病気にかかっている感覚の異常な働きとは、執着や慾の働きである。魂の病気が中程度のとき、感覚は中程度に異常であるが、これを執着という。また、病気が重くなったとき、感覚は慾と化す。我々の感覚は、我々自身の内に発生する思いと、人類の敵である悪霊たちが持ってくる思いとの影響下にある。我々は憂鬱になったり、怒りに燃えたり、情欲のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とりこ),虜)になったり、虚栄心や高慢な思いを抱いたりする。しばしばこうした思いの風が極めて強く、我々はそれに抵抗するすべもなく弱り、落ち込み、絶望し、滅びようとする。
自分は外面生活でも内面生活でも海の上を歩いていることがわかった人の心を慰めるために、何と言えばよいだろうか。「その人は神の命令によって歩いているのだ」と言おう。我々への教訓として、聖ペトルも神の命令によって湖の上を歩き、自分は神の命令によって歩いているのだと堅く信じているうち、溺れることはなかった。我々も信じよう。神は我々を無から有とし、地上の人生行路を歩ませ、その途上に神の御心を行うように命じ、忠実に神に仕える人たちを昼夜見守り、神の摂理によって彼らの利益を図ることを約束されたのである。また、我々は神の被造物であり、完全に神の意志によって支配され、至聖なる全能の神の指揮によらずして身に起こることは一つもないということを信じよう。この考えに導かれ、自由かつ勇敢に海の上を歩くことにしよう。「二つのEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すずめ),雀)は一銭にてEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),售)らるるにEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あら),非)ずや、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(も),若)しEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なんじら),爾等)の父のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むね),旨)なくば、其の一つも地にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),隕)ちざらん。爾等にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おい),於)てはEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうべ),首)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(け),髪)も皆数えられたり。故にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おそ),懼)るるEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なか),勿)れ、爾等は多くの雀よりEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たっと),貴)し」
と、主は弟子たちに言われた。
人間は弱い。弱い人間の心を慰め、導くために、神のお許しによって、聖ペトルは信心が揺らいで危険な目に遭った。神を信じるのではなく人知に頼ったとき、世の海を渡る人間は遭難する。人間は実に遭難する！人間の力では困難な状況を脱することはできないが、神についてはなぜか忘れ、思い起こすこともできない。使徒ペトルは溺れかけて主に叫んだが、我々も窮屈な状況に陥れば、是非とも神を思い起こし、熱心に「主よ、我を救え」と祈ることにしよう。そうすれば、救いは速やかに与えられる。人間は救われ、良心の中で「小信の者よ、何ぞ疑いたる」と穏やかにEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しか),叱)る声を聞くであろう。試練は我々のために必要である。試練は、神の摂理によって我々の身にふりかかる。その目的は、神を忘れていた我々が、つらい目に遭って神の助けを求め、それを経験して神を知ることである。「EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うれ),憂)いの日に我を呼べ、我爾をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たす),援)けん、爾EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すなわ),乃)ち我をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんえい),讃栄)せん」
と、神は憂える人間をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さと),諭)される。「あなたは経験してわたしを知り、生きた知識、生きた信仰を身につけ、わたしを信じ、わたしの栄光を輝かすであろう。形だけの死んだ知識を持っている人には、わたしはまるで存在しないかのように思える」と、神は言うのである。主は、溺れかけたペトルを救おうと手を伸ばされた。我々を困難な状況から救助するため、神の摂理は特に明らかに、はっきりとわかる形で働く。苦難に遭って得る神の知識と比べれば、苦難に遭って受ける衝撃は取るに足りない。苦難に耐えることは短期間のことであるが、本格的に神を知り、神に結ばれることは永遠の富であり、永遠の幸福を保証することである。
魂の嵐が起こり、罪なる思いが心の平和を乱したときも、同様に対応すべきである。罪なる思いはしばしば義の仮面をかぶり、あの手この手で人間を惑わそうとするが、次の特徴で見分けることができる。罪なる思いは心を騒がせ、心の平安を奪うのである。慾の嵐は恐ろしい。外部から身にふりかかるいかなる災難よりも恐ろしい。内面の災難は外面の災難より危険である。目に見える嵐のときに太陽が雲に覆われて暗くなるが、目に見えない心の嵐のときには理性がさまざまな思いの暗雲に覆われて暗くなる。人間は聖書の教え、聖師父の教えを忘れ、心の舟はさまざまな慾の思いの波にのまれそうになる
。友人と話したり、心の糧になる読書をしたりしても、あまり効き目がない。濁った水が満ちあふれている魂は何も受けつけない。救われるには一つしかない。熱心な祈りである。使徒ペトルに倣い、心から主に叫ばなければならない。主はこう言われた。「我を呼ばば、我彼に聴かん、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うれ),憂)いの時我彼とEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とも),偕)にし、彼をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たす),援)け、彼をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えい),栄)せん、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いのちながき),寿考)を以て彼にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),飽)かしめ、我の救いを彼にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あらわ),顕)さん」
。なんと心を慰める約束だろうか！なんと心を慰める複数の約束だろうか！神を呼び求める者は神に聴かれると約束されている。また、未来を予知する神は、神聖なる摂理によって、既に神を呼び求める者と共にいると告げられている。さらに、神を呼び求める者は苦難のときに助けられ、神聖なる恩寵を賜わって栄光を受けると約束されている。最後には永遠の幸福が約束され、永遠の幸福を保証する天の国が心に宿って救いが心に顕れることが約束されている。救世主は溺れかけたペトルに手を伸ばして救い出したが、主に仕える人々には神聖なる恩寵を降し、恩寵によって彼らの精神に触れ、慾の嵐に遭って溺れかけた人を救われる。
主が嵐を静めたとき、「舟に在る者EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),就)きて、彼をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はい),拝)してEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),曰)えり、爾は誠に神の子なり」
。主を呼び求めて心の嵐が静まり、悪魔が持ってくる思いの風が止んだとき、心の思いは神の子を拝む。心は霊によって主を拝み、主を受け認める。主は本当に神の子であり、神であり、世の救い主であるということを、奥深い心の中で確認したからである。
外部から身にふりかかる試練によって、我々に対する神の摂理が明らかになって心は神を知り、神の摂理を信じ、神を畏れ、神を敬うようになる。神は人間を見ておられ、人間もまた神を見ることができるのだとわかるからである。試練によってこう確信した人間は神の誡めにしたがって生活し、罪を避けるようになる。罪は神の怒りを招くからである。魂の試練はさらに深い知識をもたらす。この種の試練を受けて実際に学ぶのは、神に仕える者のうち、主として神に仕えることに一身をささげ、静寂のうちに心の祈りを行う者である。心の祈りによって、人間は自分の魂を見るようになる。「EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふね),舟)に乗りて海に浮かび、事をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいすい),大水)に行う者は、主のEQ \* jc0 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o(\s\up 9(しわざ),作為)を見、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),其)のEQ \* jc0 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o(\s\up 9(きせき),奇迹)をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふち),淵)に見る」。舟に乗って心の海に出る者とは、自分の思いどおりに修養するのではなく、神の言葉と教会の聖伝に導かれて修養する者である。この広大な海、つまり心の思いの中で事を行う者は、心の深い淵に神の業を見、神の奇跡を見るのである。英知と慈愛に満ちた計画の一環として、神は人間の内面に戦いが始まることをお許しになる。「彼言えば、暴風起こりて、高く其の波をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),騰)ぐ、天にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のぼ),升)り、淵にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くだ),降)り」。荒れ狂う風である悪魔がさまざま思いを持ってきて人間の感覚は激しく動揺し、「彼等のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たましい),霊)はEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんなん),患難)にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),由)りて消えんとす、彼等はEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まろ),転)び且つ揺らるること酔える者のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごと),如)し、其のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ことごと),悉)くのEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちえ),智慧)は消ゆ」。嵐によって心の中が暗くなり、多くの考えが重くのしかかり、心はひどく騒ぎ、人知で解決できない問題にぶつかって混乱するからである。「EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しか),然)れども其のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うれ),憂)いのEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うち),中)に主に呼びたれば、主は彼等を其の患難より引きEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いだ),出)せり。彼はEQ \* jc0 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o(\s\up 9(あらし),狂風)を変じて平穏となす、波はEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいら),平)かなり」。内面の戦いの後、通常、霊的慰安が与えられる。「彼等其の静かなるを楽しむ、主は彼等をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たずさ),携)えて其の望む所のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みなと),埠)にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いた),至)らしむ」。内面の戦いによる訓練を受けた者は神の御心を知り、少しずつ御心を行うことを覚えていく。神の御心を知り、御心に従うことは、魂の港である。この港に入れば、魂は安泰であり、救われたことを知らされる。心の中で罪の働きを経験し、また、罪の働きを無くす恩寵の働きを経験して、善悪を知ることを主からひそかに教えられた人々は、感謝と讃美に満ちた祈りを主にささげ、「主を其の憐れみと、其の人のEQ \* jc0 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o(\s\up 9(しょし),諸子)の為に行いしEQ \* jc0 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o(\s\up 9(きせき),奇迹)にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),縁)りてEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんえい),讃栄)すべし」。彼らはその奇跡について心の糧となる談話をし、「人の諸子」、すなわち兄弟たちにそれを伝えるであろう。彼らは「彼（主）をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たみ),民)の会にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そんすう),尊崇)し、彼を長老の会に讃美すべし」
。
　「神を愛する者には、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(およ),凡)その事彼等を助けて、善に進ましむ」
と、使徒は述べている。つまり、神を愛する者には、外部から身にふりかかる苦難や災難だけでなく、内面の慾の嵐による苦難も益となるのである。内面の苦難に耐える人間は自分の堕罪をはっきりと見、自己を知って高慢な心境から謙虚な心境となり、贖罪主の必要性を悟り、自己を捨てて贖罪主の足元にひれ伏す。
　心に慾の嵐が起こったとき、決してEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろうばい),狼狽)してはならない。慾の嵐に遭って狼狽するのは、自己を知らない人たちである。人間は罪に堕ちて損傷している。病気に症状がつきもののように、人間に慾はつきものである。慾の嵐が起これば、直ちに涙を流して神に祈り、きっぱりと慾に立ち向かい、忍耐して神の助けを待たなければならない。慾に支配されている人だけでなく、徳に進歩している人も、慾の攻撃を受ける。これは神の許しによって起こり、弱い人間が徳を身につけたことで高慢にならないことを目的としている
。長いEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なぎ),凪)の後、激しい嵐が起こることもよくある。安全な港に入っていると思っていたら、突然、波の荒れ狂う海のただ中に置かれるのである。人の無慾の真価が定まるのは、その人の体が棺に納められ、魂がこの世を去ったときである。この世は、人を惑わし、誘惑し、欺くことに満ちているからである。
　他の機会に湖を渡るとき、弟子たちは救世主を起こして「主よ、我等を救え、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほとん),殆)どEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほろ),亡)ぶ」
と叫んだ。湖に激しい嵐が起こり、舟が波にのまれそうになっても、主は眠っておられたからである。主の眠りは、我々が神を忘れていることを表している。試練によって、我々は神を忘れている状態からEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),醒)める。人間が苦難のときに神を思い起こし、神の助けを求めれば、慈しみ深い全能の神は「風と海とをEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いまし),禁)め」、人間の心は「大いに穏やかに」なる
。アミン。
� マトフェイ14:22～34。


� 「わたしに命令して、水の上を歩いてそちらに行かせてください」。


� 「主よ、助けてください」。


� 「信仰の薄い者よ、なぜ疑ったのか」。


� マトフェイ10:29～31。「二羽の雀が一アサリオンで売られているではないか。だが、その一羽さえ、あなたがたの父のお許しがなければ、地に落ちることはない。あなたがたの髪の毛までも一本残らず数えられている。だから、恐れるな。あなたがたは、たくさんの雀よりもはるかにまさっている」（マタイ10:29～31）。


� 聖詠49:15。「わたしを呼ぶがよい。苦難の日、わたしはお前を救おう。そのことによって、お前はわたしの栄光を輝かすであろう」（詩編50:15）。


� マトフェイ8:24。


� 聖詠90:15,16。「彼がわたしを呼び求めるとき、彼に答え、苦難の襲うとき、彼と共にいて助け、彼に名誉を与えよう。生涯、彼を満ち足らせ、わたしの救いを彼に見せよう」（詩編91:15,16）。


� 「舟の中にいた人たちは、『本当に、あなたは神の子です』と言ってイエスを拝んだ」。


� 聖詠106:23～32。「彼らは海に船を出し、大海を渡って商う者となった。彼らは深い淵で主の御業を、驚くべき御業を見た。主は仰せによって嵐を起こし、波を高くされたので、彼らは天に上り、深淵に下り、苦難に魂は溶け、酔った人のようによろめき、揺らぎ、どのような知恵も呑み込まれてしまった。苦難の中から主に助けを求めて叫ぶと、主は彼らを苦しみから導き出された。主は嵐に働きかけて沈黙させられたので、波はおさまった。彼らは波が静まったので喜び祝い、望みの港に導かれて行った。主に感謝せよ。主は慈しみ深く、人の子らに驚くべき御業を成し遂げられる。民の集会で主をあがめよ。長老の集いで主を賛美せよ」（詩編107:23～32）。


� ロマ8:28参照。「神を愛する者たちには、万事が益となるように共に働く」（ローマ8:28）。


� ソラの聖ニル、３講話。


� マトフェイ8:25。「主よ、助けてください。おぼれそうです」（マタイ8:25）。


� マトフェイ8:26参照。「風と湖とをお叱りになると、すっかり凪になった」（マタイ8:26）。





